
令和　年　月定例会に傍聴に行こう!!４ 12
令和４年12月13日（火）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。

インターネットで町議会を知ろう! !

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

○手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
　お申し込みください。
○補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
　議場は役場の４階です！

北谷町議会

編
集
後
記

北
谷
町
民
の
皆
さ
ま
こ
ん
に

ち
は
。
9
月
に
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成
と
な

り
ま
し
た
。
今
期
、
議
会
広
報

調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に

な
り
ま
し
た
平
田
潤
一
郎
で
す
。

『
分
か
り
や
す
い
』『
見
や
す

い
』
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
、

多
く
の
世
代
の
方
が
町
政
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
を

委
員
一
同
目
指
し
て
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
役
場
4
階
に
あ
る
議

場
で
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
！

　次
回
の
議
会
は

12
月
13
日
〜
12
月
22
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
普
段
議
員
の
仕

事
に
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
と

い
う
意
見
も
耳
に
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い

の
上
傍
聴
に
来
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

委
員
長
　平
田 

潤
一
郎

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

“
ち
ー
た
ん
”を
描
い
た
ん
♬

主
な
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令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

令
和
３
年
度
主
要
施
策

令
和
４
年
度
北
谷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
改
正
・
陳
情
・
同
意

請
負
契
約
・
契
約
の
変
更
・
意
見
書

第
12代

北
谷
町
議
会
議
員
 議
会
構
成

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

【
一
般
質
問
】
14人

が
登
壇
！
町
政
を
問
う
！

第
12代

北
谷
町
議
会
議
員
 議
長
挨
拶

議会だよりは
私たちが制作します。

議会広報調査特別委員会

米
須 

清
一
郎

奥
平 

紋
子

平
田 

潤
一
郎

新
垣 

千
秋仲

宗
根 

由
美津

嘉
山 

え
り
子

季
秋
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
御
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
本
町

議
会
に
対
し
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
９
月
11
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
町
議

会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
同
月
28
日
に
は
初
議
会
が
行

わ
れ
、
第
12
代
の
議
会
構
成
の
全
役
職
が
決
定
致
し

ま
し
た
。
私
は
議
員
皆
様
の
御
推
挙
に
よ
り
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
謹
ん
で
御
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
議
員
生
活
20
年
に
な
り
ま

す
が
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
そ
の
職
務
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
地

方
分
権
の
進
展
に
伴
い
議
会
の
役
割
・
責
務
が
今
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
議
会
は

行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
多
様
な
意
見
を
地
域
課
題

と
し
て
町
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
と
コ
ロ
ナ
対
策
・

防
災
対
策
や
町
政
発
展
の
た
め
の
政
策
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
議
長
と
し

て
、
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
と
町
政
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
御
指
導
並
び
に
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
多
様
な
意
見
を
町
政
へ
反
映

第
12
代 

北
谷
町
議
会
議
長

仲
地
泰
夫

北
玉
区
公
民
館
 壁
画
制
作（
桑
江
中
学
校
美
術
部
）

2022年
9月
定
例
会

令
和
4年
11月

22日
発
行

会
議

HPは
コ
チ
ラ
か
ら

C
h
e
c
k!

Fall
秋
号

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  仲
地
泰
夫

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
82円

で
す
。
HPア

ド
レ
ス：

〒
904-0192   沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
1番
1号

TEL（
098）936-3382　

FAX（
098）936-9712

https://w
w
w
.chatan.jp/chogikai/ 北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

こ
の
印
刷
物
は
個

人
情
報
保
護
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
を
認
証

さ
れ
た
事
業
者
が

印
刷
し
て
い
ま
す
。
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PICK
UP!どう使われた？ みんなのお金令和3年度 主要施策

令和3年度一般会計決算認定令和3年度一般会計決算認定

1:14:20から
スタート

令和3年度特別会計・上下水道事業会計決算

歳入 38億4,280万6千円
歳出 36億8,279万9千円

歳入 3億9,417万6千円
歳出 3億9,050万円

当年度未処分利益剰余金　　1億3,438万円

収益的収入 9億3,212万3千円
収益的支出 8億1,774万7千円
資本的収入 　  7,753万1千円
資本的支出 2億9,591万2千円

収益的収入 7億9,305万円
収益的支出 7億1,215万2千円
資本的収入 3億5,886万7千円
資本的支出 5億6,101万2千円

188億    778万円 歳入
174億4,503万5千円歳出

主な歳入主な歳出

国民健康保険
特別会計

後期高齢者
医療特別会計

水道事業剰余金
処分について

水道事業会計

下水道事業会計

認
定
認
定
認
定

認
定
認
定
認
定

認
定
認
定
認
定

可
決
可
決
可
決

認
定
認
定
認
定

認
定
認
定
認
定

伊礼原遺跡保存整備事業
366万1千円

サンセットビーチ改良事業
2億6,582万1千円

町立博物館整備事業
4,586万4千円

謝苅中央線改良事業
1億1,048万円

学校給食センター整備事業（建設）
2,412万1千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業
1億7,843万8千円

パークゴルフ場整備事業
7,206万3千円

放課後児童クラブ公的施設整備事業
1億4,072万5千円

63億4,698万3千円

高齢者福祉や児童福祉、
障がい者福祉の運営など民生費

12億2,688万1千円

予防接種や健康づくり、
環境美化など衛生費

20億9,511万7千円

町道の舗装補修、道路の新設
改良、河川の整備など土木費

20億8,915万3千円

幼稚園や小中学校の
教育環境の整備や生涯学習、
文化財保護など

教育費

（イメージ）

（イメージ）

54億5,511万4千円町税

4億5,510万6千円財産収入

12億2,748万1千円繰入金

11億2,709万9千円繰越金

14億70万3千円地方交付税

43億1,805万1千円国庫支出金

16億7,017万8千円県支出金

主
要
施
策

一
般
会
計
決
算
認
定

ちゃたん町議会だよりNo.109 2022（令和４）年１１月発行 ちゃたん町議会だよりNo.109 2022（令和４）年１１月発行3 2



PICK
UP!

令和4年度令和4年度北谷町一般会計補正予算北谷町一般会計補正予算（第3号）（第4号）（第3号）（第4号）
（第5号）（第5号）

（第3号）8月19日 歳入歳出予算総額 193億7,054万4千円
主 な 歳 出

提案された補正予算額 2億5,232万5千円 原
案可決
原
案可決
原
案可決主な内容

●新型コロナウイルスワクチン接種事業････････････････････7,073 万 6千円の増
●北谷町プレミアム付デジタル観光商品券事業････････1 億 5,000 万円の新規計上
●北谷中学校改築事業･･････････････････････････････････3,158 万 9千円の増

9月29日　令和4年度 北谷町下水道事業会計補正予算（第1号）
原
案可決
原
案可決
原
案可決

謝苅第二中継ポンプ場の場内整備及び宮城中継ポンプ場の設備更新に要する経費等が増となった。

0:03:07から
スタート

（第4号）9月29日 歳入歳出予算総額 201億1,383万2千円
主 な 歳 出

提案された補正予算額 7億4,328万8千円
原
案可決
原
案可決
原
案可決

主な内容
●美浜公共駐車場戦略的活用構想検討業務･･････････1,386 万 3千円の新規計上
●特定駐留軍用地内土地取得事業････････････････････････････ 4,603 万円の増
●保育環境改善等事業補助金･･････････････････････････ 1,450 万円の新規計上
●新型コロナウイルス感染症自宅療養支援事業･･････････････････････････････ 308 万 4千円の増
● FIBAバスケットボールワールドカップ 2023開催地支援事業･･････････ 696 万 8千円の新規計上
●道路維持補修費･･････････････････････････････････････････････････････････1,500 万円の増
●小学校維持補修工事･････････････････････････････････････････････････ 1,656 万 5千円の増
●町立博物館建設工事･･････････････････････････････････････････････････････6,320 万円の増

0:59:48から
スタート

（第5号）10月19日 歳入歳出予算総額 203億4,573万円
主 な 歳 出

提案された補正予算額 2億3,189万8千円 原
案可決
原
案可決
原
案可決

主な内容
●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業････････ 2 億 3,189 万 8千円の新規計上

0:33:55から
スタート

令和4年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

原
案可決
原
案可決
原
案可決

歳入歳出
予算総額 40億6,343万9千円

補正額 2億3,859万円

下水道事業収益 補正後814万1千円の増 7億8,033万円
下水道事業費用 補正後916万1千円の増 7億8,105万7千円
資本的支出 補正後3,000万円の増 4億7,082万4千円

令和4年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

原
案可決
原
案可決
原
案可決

歳入歳出
予算総額 4億709万3千円

補正額 330万2千円

北谷町職員の育児休業等に関する条例の
一部を改正する条例について

北谷町税条例等の一部を改正する条
例について

主な内容
育休の取得回数制限の緩和等のための改正

発案者は 条例の

主な内容
地方税法等の一部改正に伴う改正

発案者は 条例の
原
案可決
原
案可決
原
案可決

原
案可決
原
案可決
原
案可決

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

北谷町固定資産税の課税免除に関する条
例の一部を改正する条例について

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について

主な内容
沖縄振興特別措置法等の一部改正に伴う改正

発案者は 条例の

主な内容
内閣府令の一部改正に伴う改正

発案者は 条例の
原
案可決
原
案可決
原
案可決

原
案可決
原
案可決
原
案可決

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

議　員　・　委員会

町　長　・　住　民

制　定　・　改　正

廃　止

条例の改正条例の改正

陳　情陳　情

同　意同　意

可
決
可
決
可
決

北谷町監査委員の任期満了に伴う新たな監査委員の選任

地元産品奨励及び地元企業優先使用
について（要請）

陳情者：北谷町商工会

採
択
採
択
採
択

「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の
有効期限延長に関する陳情

陳情者：全駐留軍労働組合沖縄地区本部

採
択
採
択
採
択

令和 5 年度福祉施策及び予算の充実
について（要請）

陳情者：沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会

採
択
採
択
採
択

県産品の優先使用について（要請）

陳情者：�公益社団法人沖縄県工業連合会、沖縄県 JIS 協会、
沖縄県酒造組合、沖縄県商工会連合会、沖縄県
商工会議所連合会

採
択
採
択
採
択

地域社会に貢献するシルバー人材セン
ターの決意と支援の要望
陳情者：�公益社団法人全国シルバー人材センター事業協

会、公益社団法人北谷町シルバー人材センター
採
択
採
択
採
択

友利　勉（新任）
議会選任

　委員の任期満了に伴い、新たに監査委員を選任するため地方自治
法第 196 条第 1 項の規定により、議会の同意を得る必要がある。
　起立多数で北谷町議会は同意することに決定した。

補
正
予
算

条
例
の
改
正
・
陳
情
・
同
意
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総務財政常任委員会
委 員 長 米　須　清一郎
副委員長 友 利 　 勉
委 員 宮 里 　 廣
委 員 喜友名　盛　充
委 員 與 儀 　 誠
委 員 阿波根　　　弘

議会運営委員会
委 員 長 與 儀 　 誠
副委員長 友 利 　 勉
委 員 米　須　清一郎
委 員 喜友名　朝　哲
委 員 新 垣 千 秋
委 員 喜友名　盛　充

基地対策特別委員会
（令和 4年 9月28日設置）

委 員 長 照 屋 正 治
副委員長 與 儀 　 誠
委 員 新 垣 千 秋
委 員 津嘉山　えり子
委 員 米　須　清一郎
委 員 平　田　潤一郎
委 員 友 利 　 勉
委 員 大　浜　ヤス子
委 員 宮 里 　 廣

議会改革特別委員会
（令和 4年 9月28日設置）

委 員 長 高 安 克 成
副委員長 宮 里 　 廣
委 員 仲宗根　由　美
委 員 新 垣 千 秋
委 員 米　須　清一郎
委 員 友 利 　 勉
委 員 喜友名　朝　哲
委 員 喜友名　盛　充
委 員 仲栄真　惠美子

議会広報調査特別委員会
（令和 4年 9月28日設置）

委 員 長 平　田　潤一郎
副委員長 新 垣 千 秋
委 員 仲宗根　由　美
委 員 津嘉山　えり子
委 員 米　須　清一郎
委 員 奥 平 紋 子

経済工務常任委員会
委 員 長 喜友名　朝　哲
副委員長 高 安 克 成
委 員 平　田　潤一郎
委 員 照 屋 正 治
委 員 大　浜　ヤス子
委 員 又 吉 朋 和

倉浜衛生施設組合議会議員
照 屋 正 治
高 安 克 成 沖縄県介護保険広域連合議会議員

新 垣 千 秋

中部広域市町村圏事務組合議会議員
仲 地 泰 夫

北谷町監査委員
（令和 4年 10月19日同意）

友 利 　 勉

比謝川行政事務組合議会議員
仲 地 泰 夫
津嘉山　えり子
宮 里 　 廣

議　長
仲 地 泰 夫

副議長
玉那覇　淑　子

文教厚生常任委員会
委 員 長 新 垣 千 秋
副委員長 仲栄真　惠美子
委 員 仲宗根　由　美
委 員 津嘉山　えり子
委 員 奥 平 紋 子
委 員 玉那覇　淑　子

後列（左から）喜友名盛充、平田潤一郎、又吉朋和、照屋正治、米須清一郎、宮里廣
中列（左から）阿波根弘、喜友名朝哲、與儀誠、高安克成、友利勉、新垣千秋、津嘉山えり子
前列（左から）奥平紋子、仲栄真惠美子、仲地泰夫議長、玉那覇淑子副議長、大浜ヤス子、仲宗根由美

第12代北谷町議会議員 請負契約・契約の変更請負契約・契約の変更

意 見 書

美浜地区電線共同溝整
備工事（その2）請負契
約の変更

北谷中学校校舎解体工事請負契約

令和4年度美浜地区
電線共同溝整備工事
請負契約

令和4年度サンセットビーチ改良工事請負契約

変更増額：743万6千円
変更後契約額：8,630万6千円
住　所：北谷町字浜川48番地
商　号：旭建設株式会社
代表者：代表取締役社長　翁長 淳

契約額：2億1,310万6千円
契約期間：議会議決の日～令和5年3月24日
住　所：北谷町字浜川48番地
商　号：旭建設株式会社
代表者：代表取締役社長　翁長 淳

契約額：5,049万円
契約期間：議会議決の日～令和5年2月28日
住　所：北谷町字桃原7番地7
商　号：有限会社　栄野比土建
代表者：代表取締役　栄野比 かおり

契約額：1億2,441万円
契約期間：議会議決の日～令和5年3月15日
住　所：北谷町字浜川48番地
商　号：旭建設株式会社
代表者：代表取締役社長　翁長 淳

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

県道24号線バイパス早期整備に関する意見書

提出者 阿波根 弘 ／ 與儀 誠 賛成者 平田 潤一郎 ／ 又吉 朋和 ／ 米須 清一郎 ／ 友利 勉

県道24号線バイパス整備の遅れは、本
町のまちづくりの推進に大きく影響する
ものであり、一日も早い整備が望まれる。
既に防災拠点地内にニライ消防北谷消防
署が整備されている中、県道24号線バ
イパス整備により、住民の生命及び財産
を守る重要な道路となり、地域住民が迅
速かつ円滑で安全に移動できる避難道路
としての交通機能も向上し、さらには地
域の文化・観光資源を活用した地域活性
化が図れるものとして期待される。よっ
てこの意見書を提出する。

〈提出理由〉

〈 あ て 先 〉沖縄県知事 11月1日　沖縄県へ意見書を提出し要請を行った。

全会一致で

可
決
可
決
可
決

PICK UP!
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第527回　北谷町議会臨時会（令和4年8月19日「金」）
専決処分の報告について（北谷町パークゴルフ場整備
工事請負契約の変更について） 承認 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠 〇 〇 欠 〇 議

令和４年度北谷町一般会計補正予算（第３号）について 原案可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠 〇 〇 欠 〇 議

美浜地区電線共同溝整備工事（その２）請負契約の変
更について 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠 〇 〇 欠 〇 議
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果
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友
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第528回　北谷町議会定例会（令和4年9月28日「水」～10月19日「水」）
令和 3 年度北谷町下水道事業会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

専決処分の報告について（自転車転倒事故に関する和
解及び損害賠償の額の決定について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

　　 県道 24 号線バイパス早期整備に関する意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和4年度北谷町一般会計補正予算（第5号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和4年度サンセットビーチ改良工事請負契約について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

　　 監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

県産品の優先使用について（要請） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効期限延長に
関する陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効期限延長に
関する意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

地域社会に貢献するシルバー人材センターの決意と支
援の要望 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和 5 年度福祉施策及び予算の充実について（要請） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
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第528回　北谷町議会定例会（令和4年9月28日「水」～10月19日「水」）
北谷町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町税条例等の一部を改正する条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改
正する条例について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和４年度北谷町一般会計補正予算（第４号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

令和４年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第
１号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

令和４年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

令和４年度北谷町下水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

令和４年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約につ
いて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

北谷中学校校舎解体工事請負契約について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

公共下水道の逆流による汚損事故に関する損害賠償の
額を定めることについて 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

人権擁護委員候補者の推薦について 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

人権擁護委員候補者の推薦について 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 議

令和３年度北谷町一般会計歳入歳出決算
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和３年度北谷町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和３年度北谷町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和３年度北谷町水道事業会計決算認定に
ついて 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和３年度北谷町水道事業剰余金処分について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

     臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は
（－）、疾病の欠席者は（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は（欠）としてい
ます。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議）としています。議長に事故等がある場合は、
副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。
　議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）があります。
特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

継続調査 議会運営委員会、総務財政常任委員会、経済工務常任委員会、文教厚生常任委員会

議員派遣の件 沖縄県町村議会議長会主催「町村議会広報研修会」　令和 4 年 11 月 16 日（水）
沖縄県町村議会議長会主催「町村議会常任委員長・副委員長実務研修会」　令和 4 年 11 月 28 日（月）

閉会中の継続審査及び継続調査・議員派遣の件

P6

P1、2

P1

P1

P1

P5

PICK
UP!

PICK
UP!

９月定例会では
19人中14人が
登壇しました

10 議員が聞いた！
今とこれから

一般質問
　町の様々な課題等について、議員が提言も
含めて町に考えを聞く「一般質問」。各議員
それぞれの切り口で町政を問います。ぜひ
議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

PICK
UP!

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表
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北
谷
町
の
人
口
、
人
材

育
成
を
問
う

 

好
適
環
境
水
を
利
用
し
た
養
殖

産
業
の
誘
致
を
提
言
し
て
き
た
が

現
状
は

 

北
谷
漁
協
と
、
整
備
に
係
る
財

源
及
び
整
備
手
法
、
事
業
の
実
施

主
体
、
採
算
性
等
を
検
討
。

 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は

 

現
時
点
で
は
情
報
収
集
に
留

ま
っ
て
お
り
、
事
業
を
実
施
す
る

計
画
は
な
い
。

西
海
岸
改
良
事
業
は

 

北
谷
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
観

覧
車
が
取
り
壊
さ
れ
た
。
今
後
の

シ
ン
ボ
ル
は

 

有
形
・
無
形
に
関
わ
ら
な
い
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
を
民
間
活
力
の
活

用
を
図
り
創
出
。
西
海
岸
地
域
の

事
業
者
と
意
見
交
換

を
行
い
事
業
提
案
を

促
し
て
い
る
。

 

砂
辺
地
域
の
路

上
駐
車
対
策
を
提
起

し
て
き
た
が
現
状
は

 

砂
辺
海
岸
か
ら

砂
辺
馬
場
公
園
ま
で

の
周
辺
一
帯
の
路
上

は
、
海
岸
利
用
者
の

車
両
が
隙
間
も
無
い

ほ
ど
縦
列
駐
車
さ

れ
、道
路
の
安
全
性
、

環
境
性
が
低
下
。
対

策
と
し
て
、
注
意
喚

起
を
促
す
ビ
ラ
を
配

布
。
今
後
は
県
が
管

理
し
て
る
通
称
ゼ
ロ

番
地
を
利
用
し
、
駐

車
場
整
備
や
道
路
の
改
良
含
め
検

討
。防

災
・
防
犯
に
つ
い
て

 

危
険
箇
所
を
調
査
し
、
防
災
・

防
犯
の
視
点
で
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
は

 

平
成
29
年
度
に
、
国
の
補
助
金

で
計
75
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
公
園

施
設
や
公
共
施
設
及
び
宮
城
海
岸

付
近
に
設
置
。
安
全
・
安
心
に
当

該
施
設
を
利
用
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
て
い
る
。

 

白
比
川
に
水
位
上
昇
が
分
か

る
定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
が
で
き
な

い
か

 

令
和
元
年
度
白
比
川
に
設
置
し

た
防
災
カ
メ
ラ
や
県
の
W
E
B

サ
イ
ト
沖
縄
県
河
川
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
水
位
確
認
や
危
険

水
位
の
早
期
把
握
に
努
め
て
い

る
。観

光
産
業
事
業

 

北
谷
グ
ス
ク
に
道
の
駅
と
観
光

関
連
施
設
の
複
合
施
設
が
建
設
で

き
な
い
か

 

令
和
3
年
に
国
史
跡
の
指
定
を

受
け
た
。
指
定
地
に
お
い
て
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
ト
イ

レ
、
東
屋
等
以
外
の
施
設
建
設
は

で
き
な
い
。

Q 若年層の転出が人口減少に影響しているのでは

A 男女ともに10代から20代の転出が多い。進学や就職等の理
由で転出していると考える

詳しくは動画をCheck

喜喜
きゆなきゆな
友名友名  朝朝

ちょうけいちょうけい
哲哲    議員議員

P
F
A
S
に
つ
い
て

 

3
配
水
池
系
統
の
水
質
調
査
は

 

桃
原
配
水
池
系
統
、
謝
苅
配
水

池
系
統
及
び
上
勢
頭
配
水
池
系
統

の
3
か
所
の
配
水
池
系
統
の
給
水

栓
に
お
い
て
測
定
を
実
施
。
6
月

の
調
査
結
果
は
、
P
F
O
S
及
び

P
F
O
A
の
合
算
値
は
暫
定
目
標

値
50
ng 
／
L
に
対
し
、
3
配
水

池
系
統
共
2
ng 

／
L
未
満
。
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
。

県
道
24
号
線
の
道
路
陥

没
は

 

町
道
ナ
ポ
リ
線
近
く
で
道
路
陥

没
が
あ
っ
た
が
現
状
と
今
後
の
対

応
は

 

沖
縄
県
中
部
土
木
事
務
所
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
8
月
30
日
に
現

地
確
認
を
行
い
、
道
路
側
溝
か
ら

の
漏
水
に
よ
る
空
洞
を
確
認
。
そ

の
日
の
う
ち
に
復
旧
工
事
を
行
っ

た
と
の
こ
と
。
県
に
よ
る
と
沈
下

の
根
本
的
な
原
因
の
改
善
に
は
い

た
っ
て
お
ら
ず
、
引

き
続
き
現
地
の
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
対

応
と
の
こ
と
。

子
育
て
に
つ

い
て

 

認
可
保
育
所
及
び

認
可
外
保
育
所
へ
の

支
援
事
業
を
伺
う

 
認
可
保
育
所
へ

の
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
年
休
取
得
支
援

事
業
、
休
憩
取
得
支

援
事
業
、
正
規
雇
用

化
促
進
事
業
、
保
育

士
宿
舎
借
上
事
業
、

保
育
補
助
者
雇
用
強

化
事
業
、
保
育
体
制
強
化
事
業
、

県
外
保
育
士
誘
致
支
援
事
業
、

I
C
T
化
推
進
事
業
、
保
育
士
特

別
配
置
等
支
援
事
業
等
を
実
施
。

認
可
外
保
育
所
へ
の
支
援
事
業
は

内
科
検
診
及
び
歯
科
検
診
、
尿
・

ぎ
ょ
う
虫
検
査
、
調
理
職
員
へ
の

検
便
、
職
員
の
健
康
診
断
、
給
食

費
、
損
害
賠
償
保
険
料
、
研
修
等

に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
。

 

幼
稚
園
、
小
学
校
等
に
お
け
る

保
護
者
か
ら
の
要
望
や
相
談
の
内

容
は

 

幼
稚
園
は
水
道
水
の
安
全
性

や
、
友
達
関
係
に
つ
い
て
等
。
小

学
校
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
是
非
、

不
登
校
の
相
談
、
正
門
以
外
の
門

を
開
け
て
ほ
し
い
、
勉
強
以
外
で

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
等
が
あ
る
。

人
権
を
問
う

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
と
性

の
多
様
性
の
尊
重
に
つ
い
て
、
本

町
の
見
解
と
取
組
は

 

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
誰
も
が
地
域
で
生
き
や
す
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
多
様
性

の
理
解
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に

立
っ
た
人
権
意
識
の
向
上
と
人
権

教
育
や
学
習
啓
発
に
努
め
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
公
園
施
設
整
備
に
つ
い
て

●
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

Q 土地利用規制法について国から通知等
はあったか

A 地方公共団体の業務に関する事項等の通知あり

詳しくは動画をCheck

新新
しんがきしんがき

垣垣  千千
ちあきちあき

秋秋    議員議員

北谷町の水は安全なのか!?好適環境水を利用し養殖されたマス（農林水産省ホームページより）

迷惑駐車への早期対策を！

誰もが大切にされる北谷町へ

一
般
質
問

一
般
質
問
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子
育
て
支
援
の
拡
充
に

つ
い
て

 

国
は
令
和
4
年
度
か
ら
3
年
間

を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
の
集
中

期
間
と
し
て
い
る
。
本
町
の
取
組

は 

県
に
お
い
て
児
童
生
徒
を
対
象

に
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
活
か
し
、
支
援
体
制

の
再
構
築
を
検
討
。
把
握
の
困
難

さ
も
あ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
丁

寧
に
拾
い
上
げ
、
対
策
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
有
効
と
認
識
。

観
光
関
連
事
業
者
の
支

援
に
つ
い
て

 

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に
つ
い
て
、

実
施
時
期
、
対
象
者
等
内
容
は

 

事
業
内
容
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

率
30
％
。
購
入
対
象
者
は
町
内

の
協
力
宿
泊
施
設
の
宿
泊
者
。

販
売
期
間
は
令
和
4
年
12
月
1

日
か
ら
令
和
5
年
2
月
28
日
ま

で
。
利
用
期
間
は
令
和
4
年
12

月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3
月
7

日
ま
で
を
予
定
。
協
力
宿
泊
施

設
か
ら
宿
泊
者
に
対
し
Q
R

コ
ー
ド
付
購
入
引
換
券
を
配
布
。

宿
泊
者
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
デ

ジ
タ
ル
観
光
商
品
券
を
購
入
し
、

町
内
加
盟
店
で
の
使
用
予
定
。

 

観
光
協
会
等
の
関
連
機
関
と
の

連
携
は

 

町
内
事
業
者
へ
の
周
知
、
情
報

発
信
等
に
つ
い
て
観
光
協
会
、
商

工
会
な
ど
関
係
団
体
と
も
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
町
内
へ
の
観
光
誘

客
及
び
消
費
喚
起
に
取
り
組
む
。

F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
開
催
に
関
連
し
た
自

主
事
業
に
つ
い
て

 

県
や
国
等
と
連
携
し
、
児
童
生

徒
・
若
者
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
交
流
活
性
化
に
つ
な
げ
る
事

業
が
で
き
な
い
か

 

当
該
事
業
へ
の
参
画
を
通
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
本
町
の

発
展
、
本
町
へ
の
観
光
誘
客
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

北
谷
町
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
及
び
充
当
事
業

に
つ
い
て

 

直
近
3
年
の
件
数
と
金
額
の
実

績
は 令

和
元
年
度
5
1
2
件
、

3
千
41
万
5
千
円
。
令
和
2
年
度

4
3
1
件
、
2
千
7
3
6
万
1
千

円
。
令
和
3
年
度
5
0
3
件
、

5
千
1
8
2
万
6
千
円
。

 

返
礼
品
の
種
類
と
主
な
内
容
は

 

返
礼
品
数
は
令
和
元
年
度
36

件
、
令
和
2
年
度
68
件
、
令
和
3

年
度
94
件
。
主
な
返
礼
品
は
、
町

内
ホ
テ
ル
宿
泊
券
、
旅
行
割
引
券
、

泡
盛
及
び
沖
縄
そ
ば
等
。

 

新
た
な
開
発
も
含
め
魅
力
あ
る

返
礼
品
を
増
や
す
こ
と
が
、
本
町

の
産
業
を
強
く
し
寄
附
金
の
増
加

に
つ
な
が
る
。
町
の
考
え
及
び
取

組
は

 

委
託
業
者
と
連
携
し
着
実
に
返

礼
品
の
数
を
増
や
し
て
き
た
。
事

業
者
が
開
発
・
販
売
し
て
い
る
商

品
等
の
販
路
拡
大
に
も
寄
与
す
る

も
の
で
、
積
極
的
に
有
効
活
用
し

て
頂
く
こ
と
で
産
業
強
化
に
つ
な

が
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
米
軍
基
地
（
返
還
予
定
地
）
の

返
還
促
進
と
有
効
利
用
に
つ
い

て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

 

学
校
給
食
費
の
全
額
無
償
の
対

象
者
と
予
算
の
見
込
み
額
は

 

令
和
4
年
度
で
試
算
す
る

と
、
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
は

就
学
援
助
等
対
象
者
以
外
の
約

2
千
4
0
0
人
。
現
在
実
施
し

て
い
る
一
部
無
償
化
事
業
の
約

5
千
万
円
の
ほ
か
約
6
千
万
円
の

予
算
が
必
要
。

 

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
た
子
ど

も
医
療
費
の
対
象
者
数
と
予
算
額

は 

対
象
は
1
千
13
人
。
拡
充
に

係
る
予
算
見
込
み
額
は
約
2
千
万

円
。

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

の
現
状
及
び
供
用
開
始
の
時
期
は

 

沖
縄
県
建
築
審
査
会
へ
向
け
、

沖
縄
県
建
築
指
導
課
と
調
整
中
。

供
用
開
始
の
時
期
は
、
令
和
6
年

の
小
中
学
校
の
夏
休
み
明
け
を
予

定
。

 

保
育
士
確
保
事
業
の
取
組
は

 

国
・
県
の
補
助
事
業
を
積
極
的

に
活
用
。
町
の
単
独
補
助
事
業
と

し
て
、
特
別
支
援
保
育
を
必
要
と

す
る
児
童
を
受
け
入
れ
た
場
合
、

加
配
保
育
士
に
係
る
費
用
の
補
助

や
保
育
士
の
処
遇
改
善
手
当
と
し

て
常
勤
保
育
士
は
月
額
5
千
円
か

ら
6
千
円
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
保

育
士
は
月
額
3
千
円
か
ら
4
千
円

を
補
助
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

 

教
員
の
病
気
休
職
者
及
び
精
神

疾
患
休
職
者
の
現
状
及
び
職
場
復

帰
の
現
状
は

 

10
月
11
日
現
在
、
小
学
校
の
病

気
休
暇
及
び
休
職
者
は
7
人
（
そ

の
内
精
神
疾
患
は
6
人
）
中
学
校

の
病
気
休
暇
者
は
2
人
（
そ
の
内

精
神
疾
患
は
1
人
）
職
場
復
帰
な

し
。

 

職
員
の
病
気
休
職
者
及
び
長
期

休
職
者
の
現
状
、
職
場
復
帰
の
現

状
及
び
心
の
ケ
ア
事
業
は

 

病
気
休
職
者
は
、昨
年
度
4
人
、

今
年
度
1
人
。
職
場
復
帰
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
、
医
師
の
意
見

や
本
人
面
談
を
経
て
業
務
の
一
部

制
限
等
に
よ
る
負
担
軽
減
や
休
職

期
間
中
に
な
ら
し
勤
務
を
実
施
。

職
員
の
心
の
ケ
ア
を
含
め
職
場
の

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
な
ど
対

応
。白

比
川
整
備
計
画
に
つ

い
て

 

改
修
工
事
の
現
状
は

 

国
道
58
号
か
ら
上
流
部
に

お
い
て
返
還
跡
地
側
の
護
岸
約

1
5
0
m
、
町
道
白
比
川
線
側
の

護
岸
約
1
0
0
m
、
中
流
部
で
は

調
整
池
の
整
備
済
み
。
今
年
度
は

返
還
跡
地
側
の
整
備
済
み
護
岸
か

ら
上
流
部
に
約
50
m
の
護
岸
整
備

工
事
を
発
注
済
み
。

 

区
画
整
理
事
業
の
詳
細
は

 

沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
支
障
除
去

作
業
中
。
地
権
者
に
よ
る
組
合
施

行
で
区
画
整
理
事
業
の
認
可
に
向

け
て
発
起
人
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
と
こ
ろ
。

 

大
雨
時
の
氾
濫
の
解
消
は

 

事
業
完
了
後
に
は
、
氾
濫
は
改

善
。
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
の
期

間
は
河
川
の
状
況
を
み
な

が
ら
、
堆
積
土
砂
や
樹
木
・

雑
草
等
の
除
去
を
検
討
す

る
と
沖
縄
県
に
確
認
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま

し
た
。

●
北
谷
中
学
校
校
舎
改
築

事
業
に
つ
い
て

●
町
民
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て

Q こども家庭センター設置についての取組はQ 学校給食費全額無償化の予定は

A 母子保健と児童福祉の組織体制について、
検討しているA 財政状況等を検証しながら実現できるよう検討中

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

米米
こめすこめす

須須  清清
せいいちろうせいいちろう

一郎一郎    議員議員大大
おおはまおおはま

浜浜ヤヤ
やすこやすこ
ス子ス子    議員議員

安全・安心なまちづくりを

デジタル観光商品券の活用に期待!

新たな魅力ある返礼品を開発できないか

一
般
質
問

一
般
質
問
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学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て

 

見
込
ま
れ
る
予
算
額
は

 

給
食
費
の
全
額
無
償
化
を
実
施

す
る
場
合
、
令
和
4
年
度
試
算
で
、

現
在
実
施
の
一
部
無
償
化
事
業
約

5
千
万
円
の
ほ
か
約
6
千
万
円
の

予
算
が
必
要
。

 

0
～
5
歳
の
未
就
学
児
の
給
食

費
無
償
化
ま
た
は
補
助
を
実
施
す

る
と
な
れ
ば
見
込
ま
れ
る
予
算
額

は 

公
立
保
育
所
及
び
認
可
保

育
所
に
通
う
3
歳
か
ら
5
歳
児

の
入
所
児
童
及
び
町
内
の
認
可

外
保
育
施
設
に
通
う
町
外
在
住

者
及
び
軍
属
を
含
む
児
童
で
お

お
ま
か
な
試
算
と
し
て
年
額

1
億
2
千
6
9
4
万
2
千
円
。

主
食
費
は
町
が
施
設
へ
補
助
を
実

施
、
ま
た
、
0
歳
か
ら
2
歳
児
は

保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
試
算
に
含
ん
で
い
な
い
。

 

博
物
館
事
業
よ
り
学
校
給
食
費

の
無
償
化
だ
。
所
見
を
伺
う

 

3
事
業
（
北
谷
中
学
校
改
築

事
業
、
町
立
博
物
館
整
備
事
業
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
）
と
も
教

育
委
員
会
と
し
て
進
め
て
行
く
べ

き
重
要
な
事
業
。
町
長
部
局
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
進

め
る
。ス

ポ
ー
ツ
環
境
及
び
施

設
の
改
修
・
活
用
は

 

北
谷
公
園
施
設
の
現
状
と
改
修

予
定
は

 
全
体
的
に
老
朽
化
。
施
設
の
再

配
置
や
効
率
的
な
運
用
を
考
慮
し

な
が
ら
施
設
改
修
を
検
討
。

 

F
I
B
A
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
2
3
の
予

選
ラ
ウ
ン
ド
開
催
地
が
沖
縄
に
決

定
。
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
戦
略
と
し
て
最
大
限
の
活
用

が
望
ま
れ
る
が
所
見
は

 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
誘
客

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

北
谷
公
園
の
施
設
予
約
の
実
態

は 

指
定
管
理
者
で
あ
る
北
谷
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
。

予
約
申
込
み
の
中
か
ら
町
内
団
体

を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
日

程
調
整
。

 

子
供
た
ち
の
県
外
等
派
遣
費
補

助
へ
の
要
望
や
現
状
は

 

近
年
新
た
に
注
目
さ
れ
て
き
た

競
技
等
、
対
象
外
の
競
技
や
大
会

も
補
助
対
象
と
す
る
意
見
や
交
付

申
請
手
続
を
事
後
申
請
も
可
能
と

し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。

補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し
を
検

討
中
。予

算
の
流
用
・
充
用
を

問
う

 

令
和
3
年
度
の
全
事
業
の
流

用
・
充
用
の
件
数
と
総
額
は

 

決
算
認
定
の
説
明
資
料
は
、

決
算
書
に
記
載
の
目
款
以
上
の

流
用
及
び
予
備
費
充
用
を
集
計

し
報
告
。
流
用
件
数
は
4
7
0

件
、
総
額
2
億
2
千
34
万
6
千

円
。
予
備
費
充
用
は
84
件
、
総
額

5
千
1
4
9
万
7
千
円
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い

て
●
選
挙
違
反
・
選
挙
活
動
に
つ
い

て
●
土
地
規
制
法
に
つ
い
て

●
教
職
員
組
合
か
ら
の
要
請
及
び

学
校
等
の
状
況
に
つ
い
て

●
P
F
A
S
に
つ
い
て

自
治
体
D
X
と
高
齢
者

の
デ
ジ
タ
ル
格
差
に
つ

い
て

 

自
治
体
D
X
化
の
組
織
体
制
の

整
備
の
現
状
と
見
解
は

 

北
谷
町
情
報
化
推
進
本
部
を
設

置
し
情
報
政
策
課
が
D
X
推
進

担
当
課
の
役
割
を
担
い
全
庁
的
・

横
断
的
に
D
X
の
取
組
を
推
進
。

情
報
収
集
し
な
が
ら
効
果
的
な

D
X
推
進
体
制
の
構
築
に
向
け
て

取
り
組
む
。

 

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成

に
つ
い
て
の
現
状
と
見
解
は

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
個
人
情

報
の
取
扱
い
、
I
C
T
に
関
す
る

知
識
の
習
得
及
び
意
識
の
向
上
と

職
員
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率

と
普
及
促
進
の
取
組
は

 

取
得
率
は
、
令
和
4
年
9
月
30

日
現
在
36
・
7
％
。
普
及
促
進
の

取
組
と
し
て
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
業

務
や
出
張
申
請
業
務
等
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
連
業

務
を
委
託
。
北
谷
町

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
の
実
施
や
受

取
保
留
カ
ー
ド
の
受

取
勧
奨
。

学
校
教
育
を

問
う

 

不
登
校
の
生
徒
数

は
コ
ロ
ナ
前
と
今
で

変
化
が
あ
る
か

 

コ
ロ
ナ
前
後
で
大

き
な
変
化
は
な
い
が
、

学
校
一
斉
休
業
や
出

席
停
止
等
が
あ
り
正

確
な
分
析
は
難
し
い
。

 

不
登
校
の
生
徒
に
対
す
る
効
果

的
な
取
組
は

 

担
任
や
関
係
職
員
に
よ
る
所
在

確
認
、
不
登
校
児
童
生
徒
本
人
や

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
等

を
進
め
る
中
で
課
題
等
を
提
供
。

関
係
機
関
と
連
携
し
学
習
支
援
を

行
い
登
校
復
帰
へ
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。
登
校
復
帰
に

相
当
数
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

不
登
校
児
童
生
徒
を
生
ま
な
い
取

組
が
重
要
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
具
体
的
な

取
組
と
過
去
5
年
分
の
実
績
は

 

平
成
28
年
度
に
株
式
会
社
さ
と

ふ
る
、
令
和
元
年

度
に
株
式
会
社
ト

ラ
ス
ト
バ
ン
ク
、

株
式
会
社
J
T
B

沖
縄
と
業
務
委
託

契
約
を
締
結
。
実

績
は
、
平
成
29
年

度
1
7
7
件
、

4
6
8
万
8
千

円
。
平
成
30
年

度
1
9
4
件
、

7
5
8
万
5
千

円
。
令
和
元
年

度
5
1
2
件
、
3
千
41
万
5
千

円
。
令
和
2
年
度
4
3
1
件
、

2
千
7
3
6
万
1
千
円
。

令
和
3
年
度
5
0
3
件
、

5
千
1
8
2
万
6
千
円
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
で
増
収
す
る
事

が
最
も
効
率
的
だ
と
考
え
る
が
当

局
の
見
解
と
今
後
の
取
組
は

 

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
全
国
に

発
信
し
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
。
今
年

度
新
た
に
A
N
A
、
楽
天
と
い
っ

た
ふ
る
さ
と
納
税
に
強
み
を
も
つ

企
業
と
契
約
を
締
結
。

Q 学校給食費の無償化について所見はQ 高齢者を取り残さないための、デジタル格差
対策を重点的な施策とした取り組みは

A 昨年10月から給食費の一部無償化事業を開始。財政
状況等を検証しながら実現できるよう検討中A デジタル技術の利便性を享受できるよう、引き続き、予算を含

め関係課と調整する
詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

高高
たかやすたかやす

安安  克克
かつなりかつなり

成成  議員議員平平
ひらたひらた

田田  潤潤
じゅんいちろうじゅんいちろう

一郎一郎    議員議員

スポーツツーリズムの促進を!

早期に、学校給食費を無料に!!

マイナンバーカード取得キャンペーンで宿泊券やペアランチ券をGet!

ふるさと納税で増収を!!

一
般
質
問

一
般
質
問
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文
化
振
興
、
町
青
年
連

合
会
エ
イ
サ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

 

参
加
団
体
、
参
加
人
数
、
運

営
費
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
出
店
・

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
か
ら
の
収
入
、

町
か
ら
の
支
援
額
は

 

参
加
団
体
は
8
団
体
。
参
加

人
数
は
約
5
0
0
人
、
来
場

者
は
約
6
千
人
。
運
営
費
は
約

2
3
7
万
8
千
円
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
は
約
80
人
。
出
店
業
者
は
6
店

舗
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
か
ら
の
出

店
料
と
し
て
16
万
円
の
収
入
。
北

谷
町
青
年
連
合
会
補
助
事
業
に
お

け
る
当
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
額
は

85
万
円
。

 

コ
ロ
ナ
対
策
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
か

 

①
入
場
ゲ
ー
ト
で
の
マ
ス
ク
着

用
、
②
検
温
、
③
手
指
消
毒
、
④

リ
ス
ト
バ
ン
ド
装
着
、
⑤
会
場
内

で
の
酒
類
販
売
及
び
持
ち
込
み
禁

止
の
周
知
。
想
定
以
上
の
観
客
が

来
場
し
、
リ
ス
ト
バ
ン
ド
が
不
足
。

入
退
場
ゲ
ー
ト
で
の
検
温
・
手
指

消
毒
が
行
わ
れ
た
か
把
握
し
づ
ら

か
っ
た
こ
と
、
会
場
内
で
の
密
集

が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
課

題
。

 

北
谷
町
エ
イ
サ
ー
の
保
存
及
び

伝
承
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、

次
の
世
代
へ
永
く
伝
承
す
る
こ
と

が
責
務
と
考
え
る
が
所
見
は

 

エ
イ
サ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
文

化
の
保
存
、
継
承
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
気
運
を
高

め
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
町
立

博
物
館
が
歴
史
や
文
化
の
保
存
、

継
承
に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て

活
用
で
き
る
。

県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス

を
問
う

 

県
側
、
防
衛
局
側
及
び
米
軍
側

の
主
張
は

 

県
中
部
土
木
事
務
所
と
し
て
は

「
測
量
や
土
質
調
査
を
目
的
と
し

た
キ
ャ
ン
プ
桑
江
へ
の
立
入
り
許

可
を
得
る
た
め
、
沖
縄
防
衛
局
を

通
し
て
米
軍
と
協
議
を
進
め
て
い

る
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
沖
縄
防

衛
局
及
び
米
軍
か
ら
「
県
よ
り
相

談
が
あ
れ
ば
調
整
を
行
う
」
と
の

回
答
を
得
て
い
る
。

 

北
谷
町
側
の

用
地
取
得
の
進
捗

は 

全
数
2
2
5

筆
の
う
ち
1
2
7

筆
取
得
済
み
。

 

3
者
に
対
し

て
の
要
請
行
動
等

の
取
組
は

 

測
量
や
土
質

調
査
を
目
的
と
し

た
キ
ャ
ン
プ
桑
江

へ
の
立
入
り
許
可

に
つ
い
て
、
沖
縄

防
衛
局
、防
衛
省
、

外
務
省
、
米
軍
へ

要
請
。
早
期
整
備

の
た
め
引
き
続
き

取
り
組
む
。

 
測
量
や
土
質

調
査
の
た
め
の
立

入
り
の
見
通
し
は

 

県
中
部
土
木
事
務
所
は
「
早
期

に
立
入
り
調
査
が
で
き
る
よ
う
書

類
作
成
及
び
調
整
に
取
り
組
む
」

と
の
こ
と
。
ま
た
沖
縄
防
衛
局
は

「
立
入
り
の
判
断
は
米
軍
で
あ
り
、

県
側
が
立
入
り
に
関
す
る
書
類
を

米
軍
側
に
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
し
て
い
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

P
F
A
S
汚
染
か
ら
命

の
水
を
守
る
取
組
は

 

基
地
内
を
流
れ
る
河
川
か
ら
の

取
水
を
止
め
、
安
全
な
ダ
ム
水
の

供
給
を
希
望
す
る
が
取
組
と
所
見

は 

嘉
手
納
井
戸
群
か
ら
の
取
水
停

止
を
行
う
と
と
も
に
、
北
部
の
ダ

ム
水
源
か
ら
の
送
水
量
の
増
加
等

に
よ
る
水
量
の
確
保
等
に
つ
い
て

申
し
入
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
県

企
業
局
に
対
し
、
さ
ら
な
る
濃
度

の
低
減
に
つ
い
て
今
後
も
働
き
か

け
て
い
く
。

 

北
部
ダ
ム
か
ら
北
谷
浄
水
場
へ

繋
ぐ
導
水
管
の
敷
設
工
事
の
進
捗

状
況
は

 

北
部
ダ
ム
か
ら
北
谷
浄
水
場
へ

繋
ぐ
導
水
管
は
、
西
系
列
導
水
管

と
東
系
列
導
水
管
の
2
本
の
導
水

管
が
あ
る
。
東
系
列
導
水
路
に
お

け
る
導
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
の

進
捗
は
、
令
和
3
年
度
末
時
点
に

お
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
総
延
長
約
27

㎞
の
う
ち
2
・
3
㎞
が
実
施
済
み
。

児
童
生
徒
の
生
活
習
慣

病
予
防
検
診
導
入
に
つ

い
て

 

学
校
保
健
法
に
お
け
る
第
一
次

予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
教
育
に

加
え
、
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
を

導
入
で
き
な
い
か

 

本
町
の
児
童
生
徒
を
全
国
と
比

較
す
る
と
肥
満
傾
向
が
高
い
状
況

に
あ
る
。
児
童
生
徒
に
対
す
る
生

活
習
慣
病
健
診
は
、
有
効
な
手
段

の
一
つ
で
あ
る
が
、
導
入
自
治
体

の
状
況
や
成
果
等
に
つ
い
て
情
報

収
集
・
調
査
研
究
を
行
っ
た
う
え

で
検
討
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
中
高
校
生
の
通
学
バ
ス
賃
無
料

化
に
つ
い
て

Q エイサーフェスティバルの参加団体が減少しているが、
所見はQ PFAS汚染に係る米軍基地内の土壌調査や水質

調査、周辺地域の調査、健康調査の取組は

A 次世代を担う青年の育成と地域活性化を念頭に、青
年会の活性化に向けた支援ができるよう努めるA 引き続き関係団体等と連携し要請していく

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

阿阿
あはごんあはごん

波根波根  弘弘
ひろしひろし

    議員議員玉玉
たまなはたまなは

那覇那覇  淑淑
ひでこひでこ

子子    議員議員

県道24号線バイパスの早期整備を求む!

北谷エイサーの伝承を!
住民による健康調査

生活習慣病予防のための学校検診を望む

一
般
質
問

一
般
質
問
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有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
P
F
A
S
）の
水
質
汚

染
に
つ
い
て
問
う

 

米
国
環
境
保
護
庁（
E
P
A
）は

本
年
6
月
、
P
F
A
S
に
つ
い
て

新
し
い
生
涯
飲
料
水
健
康
勧
告
値

を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
旧
勧
告

値
の
約
3
0
0
0
倍
の
厳
し
さ
で

あ
る
。
こ
の
最
新
の
基
準
に
従

い
、
現
在
本
町
で
検
出
さ
れ
て
い

る
P
F
O
S
及
び
P
F
O
A
の
値

の
危
険
性
を
町
民
へ
周
知
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
所
見
は

 

こ
の
公
表
を
重
く
受
け
止
め
、

県
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
に
問
い

合
わ
せ
や
情
報
収
集
に
努
め
て
き

た
。
県
企
業
局
の
情
報
に
よ
れ
ば

公
表
内
容
の
詳
細
や
背
景
、
勧
告

値
を
引
き
下
げ
た
際
の
分
析
方
法

や
浄
化
処
理
方
法
等
に
つ
い
て
未

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
引
き
続

き
県
を
は
じ

め
、
国
の
動
向

も
踏
ま
え
な
が

ら
情
報
収
集
に

努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
な
対

策
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

 

子
ど
も
た

ち
の
健
康
や
命

を
守
る
た
め
、

町
内
全
て
の
保

育
所
に
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー

を
設
置
す
る
こ

と
は
可
能
か

 

水
道
水
は
、

国
内
法
で
定
め

ら
れ
た
水
質
基

準
に
基
づ
き
供
給
。
P
F
O
S
及

び
P
F
O
A
に
つ
い
て
も
、
国

が
設
定
し
た
目
標
値
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業
者

と
し
て
現
時
点
で
の
設
置
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

P
F
A
S
汚
染
の
実
態
を
知
ら

ず
自
衛
措
置
が
と
れ
て
い
な
い
町

民
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。
広
報

ち
ゃ
た
ん
や
公
式
L
I
N
E
な
ど

を
使
っ
て
、
定
期
的
に
P
F
A
S

汚
染
の
最
新
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
は
可
能
か

 

本
町
に
お
い
て
、
令
和
4
年

度
よ
り
水
質
検
査
を
6
月
と
12
月

の
年
2
回
実
施
。
6
月
の
調
査
結

果
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲

載
。
今
後
は
広
報
ち
ゃ
た
ん
や
公

式
L
I
N
E
な
ど
も
活
用
し
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

北
前
区
内
の
環
境
改
善

に
つ
い
て

 

去
る
1
月
24
日
、
北
前
区
自
治

会
が
「
北
前
屋
外
運
動
場
照
明
設

備
の
早
期
改
修
に
つ
い
て
」
の
要

望
書
を
提
出
。
そ

の
後
の
進
捗
状
況

は 

経
年
劣
化
に
よ

り
投
光
器
等
の
落

下
事
故
の
危
険
が

あ
る
こ
と
か
ら
、

去
る
8
月
に
撤
去

を
行
っ
た
。
今
後

は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
を
始
め
、

町
民
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う

計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
く
。

遺
体
安
置
料
の
負
担
軽

減

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後

に
亡
く
な
る
人
が
急
増
し
、
火
葬

待
ち
時
間
が
長
引
い
て
お
り
、
遺

族
に
と
っ
て
一
日
数
万
円
の
遺
体

安
置
料
が
経
済
的
負
担
に
な
っ
て

い
る
。
町
民
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
伺
う

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
、
沖
縄
県
よ
り
本
年

8
月
に
県
内
火
葬
場
に
対
し
て
感

染
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
受
入

枠
を
増
や
す
よ
う
通
知
さ
れ
て
い

る
。
本
町
が
共
同
利
用
し
て
い

る
「
よ
み
た
ん
斎
苑
」
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
後
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
お
り
、
火
葬
場
の
稼
働
が

ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
に
な
く
、

基
本
的
に
は
利
用
者
の
希
望
通
り

に
火
葬
が
実
施
で
き
る
状
況
。
国

民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た

際
に
は
葬
祭
費
の
支
給
を
行
っ
て

い
る
こ
と
、
及
び
、
町
民
が
「
よ

み
た
ん
斎
苑
」
を
利
用
す
る
際
に

は
、
他
の
村
域
外
よ
り
も
低

い
使
用
料
を
設
定
す
る
な
ど

葬
祭
に
係
る
町
民
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置
に
つ
い
て

 

家
族
の
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
る
と
、
多
く
の
申
請
・

届
出
手
続
き
が
必
要
に
な

る
。
遺
族
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
、
手
続
き
を
支
援

す
る
専
用
窓
口
と
し
て
「
お

く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置

で
き
な
い
か

 

住
民
課
窓
口
に
死
亡
届
の

提
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
死

亡
届
の
受
理
と
同
時
に
火
葬
許
可

証
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

後
日
役
場
へ
の
来
庁
が
必
要
と
思

わ
れ
る
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
の

手
続
き
を
案
内
す
る
説
明
書
を
手

渡
し
て
い
る
。
ご
家
族
が
亡
く
な

ら
れ
た
あ
と
の
手
続
き
は
多
岐
に

わ
た
り
、
ご
遺
族
に
と
っ
て
負
担

が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
町
の
規
模
や
職
員
体
制
に
応

じ
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る
が
、

お
く
や
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

か
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

問
う

 

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
、
取
組

に
つ
い
て
、
ま
た
、
ひ
と
り
親
家

庭
自
立
支
援
の
早
期
対
応
に
つ
い

て
伺
う

 

県
に
先
が
け
て
平
成
30
年
度
よ

り
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
支
払
い

が
医
療
機
関
の
窓
口
で
無
料
と
な

る
現
物
給
付
方
式
を
導
入
し
て
お

り
、
貧
困
を
理
由
と
し
た
受
診
控

え
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
年
10
月
1
日
診
療
分
か
ら
は
、

こ
ど
も
医
療
費
助
成
金
の
対
象
年

齢
を
18
歳
（
高
校
生
世
代
）
ま
で

拡
大
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
貧
困

に
よ
る
受
診
控
え
が
生
じ
る
可
能

性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
り

親
世
帯
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

す
る
「
母
子
及
び
父
子
家
庭
等
医

療
費
助
成
制
度
」
を
実
施
。
対
象

世
帯
の
所
得
制
限
が
あ
る
が
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
支
援
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

●
県
外
保
育
士
誘
致
に
つ
い
て

Q 町内の全ての保育所にウォーターサーバーを
設置することは可能かQ 火葬場の整備について伺う

A 現時点でのウォーターサーバーの設置は困難A 読谷村から「よみたん斎苑」の使用に関する協定締結の提案を
受け、平成28年10月1日から本町、読谷村及び嘉手納町の2
町1村による供用を開始 詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

仲仲
なかそねなかそね

宗根宗根  由由
ゆみゆみ

美美    議員議員宮宮
みやざとみやざと

里里　　廣廣
ひろしひろし

    議員議員

PFASの含まれない、安全な水の供給を求める!

町民の火葬需要に応えるには（読谷村ホームページより）

より安心して利用できる施設へ!（現在の北前屋外運動場）

全てのこどもたちが安心して
成長できる北谷町へ!

一
般
質
問

一
般
質
問
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公
職
選
挙
法
に
つ
い
て

 

C
バ
ス
に
よ
る
投
票
所
へ
の
運

行
な
ど
の
予
約
は
あ
っ
た
か
。
そ

の
件
数
は
。
予
約
制
で
は
な
く
循

環
で
投
票
所
へ
回
る
コ
ー
ス
は
設

置
で
き
な
い
か

 

令
和
4
年
9
月
11
日
に
行
わ

れ
た
沖
縄
県
知
事
選
挙
及
び
北
谷

町
議
会
議
員
選
挙
当
日
に
お
け
る

投
票
所
付
近
の
降
車
に
つ
い
て

は
、
第
2
投
票
所
「
上
勢
区
公
民

館
」
付
近
の
乗
降
所
と
し
て
「
上

勢
頭
入
口
」
1
件
、「
北
上
中
央

病
院
」
1
件
、
第
5
投
票
所
「
美

浜
区
公
民
館
」
付
近
の
乗
降
所
と

し
て
「
美
浜
区
公
民
館
前
」
2
件
、

第
6
投
票
所
「
浜
川
幼
稚
園
」
付

近
の
乗
降
所
と
し
て
「
浜
川
小
学

校
前
」
1
件
の
計
5
件
と
な
っ
て

い
る
が
、
投
票
を
目
的
と
し
た
利

用
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
投

票
所
へ
回
る
コ
ー
ス
の

設
定
が
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
、
C
バ
ス
は
、

デ
マ
ン
ド
運
行
と
し
て

沖
縄
総
合
事
務
局
の
許

可
を
得
て
運
行
し
て
お

り
、
運
行
方
法
の
変
更

に
は
、
地
域
公
共
交
通

会
議
か
ら
理
解
を
得
た

う
え
で
、
沖
縄
総
合
事

務
局
へ
運
行
方
法
の
変

更
申
請
を
行
い
、
許
可

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

選
挙
の
投
票
率
を
上
げ

る
こ
と
は
、
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、

運
行
方
法
の
変
更
は
相

当
程
度
の
期
間
を
要
す

る
こ
と
、
バ
ス
利
用
者

に
対
し
て
は
混
乱
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
デ
マ
ン
ド
運
行
と
循
環

バ
ス
を
併
用
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

環
境
衛
生
に
関
す
る
問

題
は

 

北
谷
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の

草
刈
り
作
業
が
追
い
付
か
な
い
の

か
、
予
算
の
関
係
で
草
刈
り
の
回

数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
か

 
草
刈
り
の
回
数
に
つ
い
て
、
今

年
度
は
例
年
に
比
べ
、
高
木
剪
定

や
枯
れ
た
樹
木
の
撤
去
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
大
雨
な
ど
の
天

候
の
影
響
に
よ
り
低
木
剪
定
や
草

刈
り
作
業
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る

と
の
回
答
。

 

振
興
セ
ン
タ
ー

の
、
職
員
の
動
向
等

の
把
握
は
難
し
い
と

は
思
う
が
、
事
業
を

任
せ
て
い
る
以
上
そ

の
進
捗
に
関
わ
る
動

向
等
を
把
握
す
べ
き

で
は
な
い
か

 

北
谷
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

進
捗
に
は
、
毎
月
提

出
さ
れ
る
業
務
報
告

書
で
確
認
。
職
員
確

保
等
の
状
況
は
、
あ

る
程
度
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
、

職
員
募
集
の
広
報

等
、
本
町
と
し
て
で
き
る
範
囲
で

協
力
し
て
い
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
保
健
衛
生
に
つ
い
て

●
学
校
の
学
習
環
境
に
つ
い
て

今
後
の
産
業
振
興
を
問

う

 

ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
り
口

の
沈
砂
池
、
海
側
に
向
か
う
用
水

路
の
壁
面
に
噴
水
を
設
置
し
て
夜

間
は
照
明
で
魅
力
的
な
空
間
に
す

る
こ
と
は
可
能
か

 

沈
砂
池
は
、
排
水
路
上
流
部
か

ら
雨
水
排
水
と
と
も
に
流
れ
て
く

る
土
砂
等
に
つ
い
て
、
海
へ
の
流

出
を
抑
え
る
沈
殿
ス
ペ
ー
ス
で
、

土
砂
等
を
堆
積
さ
せ
る
目
的
で
設

け
ら
れ
た
施
設
。
当
該
沈
砂
池
及

び
排
水
路
へ
の
噴
水
や
照
明
等
の

設
置
に
関
し
、
各
施
設
の
機
能
を

損
な
わ
な
い
も
の
・
維
持
管
理
上
、

支
障
の
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
、
関
係
部
署
等
か

ら
そ
の
よ
う
な
提
案
が
あ
れ
ば
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

 

東
洋
飯
店
前
交
差
点
の
信
号

機
設
置
の
具
体
的
な
工
事
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
信
号
機
の
作
動
予
定

日
は

 

沖
縄
県
警
察
本
部
及
び
請
負
業

者
よ
り
10
月
下
旬
頃
か
ら
令
和
5

年
3
月
24
日
ま
で
の
間
、

現
地
に
て
作
業
を
行
う

と
の
こ
と
。
信
号
機
の

作
動
予
定
日
に
つ
い
て

は
、
制
御
盤
に
使
用
す

る
半
導
体
の
供
給
不
足

の
影
響
を
受
け
、
制
御

盤
の
調
達
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
た
め
、
作
動

予
定
日
は
確
定
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
。

 

米
軍
施
設
、
キ
ャ

ン
プ
瑞
慶
覧
の
ロ
ウ

ワ
ー
・
プ
ラ
ザ
住
宅
地

区
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
コ
リ
ド
ー
地
区
な

ら
び
に
キ
ャ
ン
プ
桑
江
（
キ
ャ
ン

プ
レ
ス
タ
ー
）
の
具
体
的
返
還
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。
ま
た
、
工

事
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
県
道

24
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事
の
対
応
状

況
を
伺
う
。
併
せ
て
国
道
58
号
の

拡
幅
工
事
の
今
後
の
取
組
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
伺
う

 

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
ロ
ウ
ワ
ー
・

プ
ラ
ザ
住
宅
地
区
と
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー
地
区
の
両
施

設
の
返
還
時
期
は
、
2
0
2
4
年

度
又
は
そ
の
後
。
キ
ャ
ン
プ
桑
江

（
キ
ャ
ン
プ
レ
ス
タ
ー
）
の
返
還

時
期
は
2
0
2
5
年
度
又
は
そ
の

後
。
各
施
設
・
区
域

の
返
還
に
つ
い
て
は
、

返
還
条
件
を
全
て
ク
リ

ア
す
る
こ
と
が
大
前

提
。
沖
縄
防
衛
局
と
し

て
は
、
日
米
間
で
返
還

条
件
達
成
の
た
め
の
作

業
を
進
め
て
お
り
、
現

時
点
で
具
体
的
な
返
還

時
期
に
つ
い
て
答
え
る

こ
と
は
困
難
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
統
合
計
画

を
着
実
に
実
施
し
、
嘉

手
納
以
南
の
土
地
の
返

還
を
進
め
て
い
き
た
い

と
の
事
。
ま
た
、
県
道

24
号
線
バ
イ
パ
ス
事
業

は
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
沖
縄

県
中
部
土
木
事
務
所
よ
り
、
測
量

や
土
質
調
査
を
目
的
と
し
た
キ
ャ

ン
プ
桑
江
へ
の
立
ち
入
り
許
可
を

得
る
た
め
、
沖
縄
防
衛
局
を
通
し

て
米
軍
協
議
を
進
め
て
い
る
と
の

回
答
。
国
道
58
号
拡
幅
事
業
は
南

部
国
道
事
務
所
よ
り
、
現
在
は
謝

苅
交
差
点
那
覇
向
け
沿
線
の
土
地

評
価
、
建
物
個
別
調
査
を
行
い
、

当
面
の
間
は
、
現
米
軍
用
地
以
外

の
民
有
地
部
分
で
の
物
件
補
償
、

用
地
取
得
業
務
が
行
わ
れ
る
と
の

こ
と
。

Q 投票所までCバスを循環させるコースを
設置できないかQ 新たな北谷のシンボルは

A デマンド運行と循環バスを併用することは現時点では
考えていないA 関係部署等から提案があれば、連携して取り組む

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

仲仲
なかえまなかえま

栄真栄真  惠惠
えみこえみこ
美子美子    議員議員友友

ともりともり
利利　 　 勉勉

つとむつとむ
    議員議員

Cバスの新たな活用方法はないか観覧車に代わる新たなシンボルが望まれる

待ち望まれた信号の設置がいよいよ実現する!

町内の環境を整備をしよう!

一
般
質
問

一
般
質
問
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伊
礼
原
遺
跡
・
町
立
博

物
館
整
備
事
業

 

博
物
館
内
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

建
設
の
予
定
は

 

当
初
計
画
か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
や

施
設
機
能
等
を
継
承
し
て
お
り
、

大
き
な
計
画
の
変
更
は
無
い
。

 
伊
礼
原
遺
跡
内
に
あ
る
湧
水
を

活
用
す
る
計
画
は

 

ウ
ー
チ
ヌ
カ
ー
か
ら
流
れ
出
す

水
場
は
、
癒
や
し
の
場
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
。

 

う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
を
体
験
会

場
に
す
る
等
提
案
し
た
が
、
計
画

に
変
更
は

 

う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
の
供
用
ス

ペ
ー
ス
等
で
企
画
展
等
が
実
施
で

き
な
い
か
経
済
振
興
課
と
連
携
し

検
討
。各

種
団
体
等
県
外
派
遣

補
助
事
業
に
つ
い
て

 

県
外
派
遣
補
助
の
対
象
範
囲
を

拡
充
す
る
よ
う
訴
え
て
き
た
が
、

要
綱
見
直
し
の
進
捗
状
況
は

 

近
隣
市
町
村
の
取
組
状
況
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
競

技
種
目
の
情
報
収
集
を
し
、
財
政

面
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
要
綱
見
直
し
を
進
め
る
。

無
願
埋
立
地
跡
の
活
用

と
付
近
の
路
上
駐
車
対

策
は

 
調
査
結
果
の
報
告
と
臨
時
的
に

駐
車
場
は
可
能
か
、
県
の
回
答
は

 

結
果
の
公
表
は
今
後
の
追
加
調

査
後
に
行
う
と
の
回
答
。
本
件
対

象
地
は
土
壌
調
査
に
よ
り
他
の
利

用
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
臨
時
的

に
駐
車
場
と
し
て
使
用
を
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

排
水
路
の
環
境
整
備
を

伺
う

 

排
水
路
の
本
数
は

 

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
下
流
に

向
か
う
に
し
た
が
い
、
各
枝
線
か

ら
の
合
流
を
繰
り
返
し
、
一
つ
の

ま
と
ま
り
と
な
る
た
め
本
数
で
は

な
い
。

 

新
川
排
水
路
に
自
生
す
る
樹

木
、
雑
草
、
岩
や
土
砂
を
除
去
す

る
予
定
は

 

樹
木
や
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い

る
状
況
を
確
認
し
て
い
る
が
、
量

が
多
く
広
範
囲
に
渡
る
た
め
、
伐

採
方
法
等
に
つ
い
て
業
者
に
相
談

す
る
。
岩
や
土
砂
に
は
、
現
地
の

状
況
を
み
な
が
ら
、
必
要
性
を
検

討
。定

住
促
進
に
つ
い
て

 

若
年
世
帯
が

常
住
し
続
け
る

た
め
の
取
組
は

 

赤
ち
ゃ
ん
応

援
給
付
金
、
給

食
費
の
負
担
軽

減
、
高
校
生
世

代
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
を
実

施
。
今
後
は
給

食
費
の
無
償

化
、
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
等

を
検
討
中
。

 

町
営
住
宅
の

新
規
建
設
に
代

わ
る
住
宅
政
策

は 

子
育
て
関

連
施
設
の
整
備
や
子
育
て
支
援
な

ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
沖

縄
県
居
住
支
援
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、
住
ま
い
の
情
報
を
提
供
し

て
い
く
。

 

定
住
促
進
の
た
め
に
一
般
の
ア

パ
ー
ト
を
借
上
げ
、
町
営
住
宅
並

の
家
賃
で
貸
出
し
で
き
な
い
か

 

公
営
住
宅
と
し
て
借
上
げ
る
に

は
、
省
エ
ネ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
等
の
整
備
基
準
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
、
課
題
が
多
い
た
め
、

直
接
建
設
方
式
に
よ
る
住
宅
供
給

を
行
っ
て
い
る
。

水
道
水
に
つ
い
て

 

国
内
外
に
向
け
、
本
町
の
水
道

水
は
安
心
安
全
と
宣
言
し
、
児
童

の
保
護
者
へ
も
通
知
す
べ
き
で
は

 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
の
検
出
状
況
及

び
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て
」

「
水
質
検
査
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

Q 伊礼原遺跡 敷地内の湧水の活用はQ 若者が安心して定住促進していくには

A 癒しの場、子どもたちの遊び場として活用A 安心して子育てができる住環境づくりに取組、定住促進につ
なげる

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

喜喜
きゅうなきゅうな

友名友名  盛盛
もりみつもりみつ

充充    議員議員又又
またよしまたよし

吉吉  朋朋
ともかずともかず

和和    議員議員

子どもたちが、安心・安全に楽しめ、
自然と触れ合える水場づくりを（伊礼原遺跡内ウーチヌカー）

排水路の環境整備を!

水道水の安全性も発信する必要があるのでは

路上駐車が多く、臨時的な駐車場確保が望まれる

一
般
質
問

一
般
質
問
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令和　年　月定例会に傍聴に行こう!!４ 12
令和４年12月13日（火）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。

インターネットで町議会を知ろう! !

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

○手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
　お申し込みください。
○補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
　議場は役場の４階です！

北谷町議会

編
集
後
記

北
谷
町
民
の
皆
さ
ま
こ
ん
に

ち
は
。
9
月
に
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成
と
な

り
ま
し
た
。
今
期
、
議
会
広
報

調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に

な
り
ま
し
た
平
田
潤
一
郎
で
す
。

『
分
か
り
や
す
い
』『
見
や
す

い
』
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
、

多
く
の
世
代
の
方
が
町
政
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
を

委
員
一
同
目
指
し
て
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
役
場
4
階
に
あ
る
議

場
で
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
！

　次
回
の
議
会
は

12
月
13
日
〜
12
月
22
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
普
段
議
員
の
仕

事
に
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
と

い
う
意
見
も
耳
に
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い

の
上
傍
聴
に
来
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

委
員
長
　平
田 

潤
一
郎

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

“
ち
ー
た
ん
”を
描
い
た
ん
♬

主
な
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P2P3P4P5P6P7
P8,9

裏
表
紙

P10-23

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

令
和
３
年
度
主
要
施
策

令
和
４
年
度
北
谷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
改
正
・
陳
情
・
同
意

請
負
契
約
・
契
約
の
変
更
・
意
見
書

第
12代

北
谷
町
議
会
議
員
 議
会
構
成

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

【
一
般
質
問
】
14人

が
登
壇
！
町
政
を
問
う
！

第
12代

北
谷
町
議
会
議
員
 議
長
挨
拶

議会だよりは
私たちが制作します。

議会広報調査特別委員会

米
須 

清
一
郎

奥
平 

紋
子

平
田 

潤
一
郎

新
垣 

千
秋仲

宗
根 

由
美津

嘉
山 

え
り
子

季
秋
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
御
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
本
町

議
会
に
対
し
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
９
月
11
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
町
議

会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
同
月
28
日
に
は
初
議
会
が
行

わ
れ
、
第
12
代
の
議
会
構
成
の
全
役
職
が
決
定
致
し

ま
し
た
。
私
は
議
員
皆
様
の
御
推
挙
に
よ
り
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
謹
ん
で
御
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
議
員
生
活
20
年
に
な
り
ま

す
が
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
そ
の
職
務
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
地

方
分
権
の
進
展
に
伴
い
議
会
の
役
割
・
責
務
が
今
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
議
会
は

行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
多
様
な
意
見
を
地
域
課
題

と
し
て
町
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
と
コ
ロ
ナ
対
策
・

防
災
対
策
や
町
政
発
展
の
た
め
の
政
策
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
議
長
と
し

て
、
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
と
町
政
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
御
指
導
並
び
に
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
多
様
な
意
見
を
町
政
へ
反
映

第
12
代 

北
谷
町
議
会
議
長

仲
地
泰
夫

北
玉
区
公
民
館
 壁
画
制
作（
桑
江
中
学
校
美
術
部
）

2022年
9月
定
例
会

令
和
4年
11月

22日
発
行

会
議

HPは
コ
チ
ラ
か
ら

C
h
e
c
k!

Fall
秋
号

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  仲
地
泰
夫

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
82円

で
す
。
HPア

ド
レ
ス：

〒
904-0192   沖

縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
1番
1号

TEL（
098）936-3382　

FAX（
098）936-9712

https://w
w
w
.chatan.jp/chogikai/ 北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

こ
の
印
刷
物
は
個

人
情
報
保
護
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
を
認
証

さ
れ
た
事
業
者
が

印
刷
し
て
い
ま
す
。
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P17-0187


